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繊維状担体を導入したハイブリッド型膜分離活性汚泥法による1莫ファウリング抑制
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1.は じめに                      系と比べ低い値 となり、膜の日詰まりが抑制された (図
膜分萬佳活性汚泥法 (MBR)は 排水処理装置の高効率化、  1)。 また、運転 i33‐ 186日 間において MBClの膜間差圧
装置のコンパクト化が可能であることから、広く普及さ   もブランクと比べ低い値となつた(図 1)。 MBC2は ブラン
れている。 しかしながら、微生物による膜の目詰まりで   クと比較 して、粘度が約 1/31こ なり、微生物群の代謝物と
あるバイオファウリングが課題であり、運転コストの増   して顕著に検出された トリプ トファン濃度も約 1/5と な
大や膜の劣化等の問題を引き起こしている。そこで、バ   つた(表 1)。

イオファウリング抑制技術の開発として、新規繊維状十日    検鏡結果からSBを充填した MBCl,2で は、ブランクと
体(サ ンブレオ :SB)を 固定床として MBRに 投入したハイ  菌叢が異なつていくことが確認された。MBCl,2で は原生
ブリンド型 MBR(Membrane BIo Contacto■ MBC)に着目し  動物・後生動物がプランクより種・量共に多かった。ま
た。用いる SBは高い空隙・比表面積を持ち、スケル トン  た、ブランクでは見られない Zοοgどて,?,属 の形態を有する
上のカプセル容器に入れることで、流動床へも拡張でき   細菌のフロックが運転約 80日 後に MBC2に 、約 170日 後
る。SBは、原生動物・後生動物の集積により、従来の   に MBClに 出現 した。久世代シーケンサーによる遺伝子
MBRよ りも多様かつ高次な生物叢の構築が期待できる。  解析の結果でも、Zοοgrっ♂α属の存在が確認された。優占
多様な生物叢により過剰な細菌外代謝物(EPS)を 削減する  種 として検出された R力οどοう,c′¢″属、沢″解′力 属にカロえ、
細菌を共生させ、EPS由 来の膜の目詰まりを防ぐ可能性   指状のフロック形成が報告される 1)Zοοg′οθα属の出現に
が考えられる。本研究は、SBを 投入 したハイブリンド型   よる粘度や EPS濃度、膜問差圧の変化への関与が可能性
MBRに よる排水処理特性と1莫の目詰まりの抑制効果につ  として考えられる。
いて検Π正を行った。                   4.情 由
2.真験方法                       繊維状担体(SB)を充填したハイブリッド型 MBR(MBC)に
SBはポ リ塩化ビニリデン系の繊紳を直径 2 cm程度の  よるろ過膜の目詰まりの抑制、粘度・代謝物機度の低減を実

ボール状とし、数珠状につなげたものである。実瞼系は、  証した。また、MBCには高次な微生物群が多く棲息しているこ
従来の MBR(ブ ランク)、 SBを充填 したハイブリンド型  とを確認した。今後は微生物叢とろ過膜の日詰まりの関係を
MBR(MBCl)、 MBCと の曝気1曹 を二室に区画 したハイブリ  明らかにする必要がある。
ンド型 MBR(MBC2)を 用意 した。この 3つの系に連続的
に下水を模擬 した人工排水を 0,10 kg‐ BOD/kg― MLSS/day
で通水 した。また、運転条件も全て同じに設定した。モ
ニタリング対象は、全有機炭素 (TOC)'pH・ DO・ 汚泥湊
度・粘度である。膜の目詰まり指標は膜間差圧を採用し
た。膜問差圧が約 60にPaを超えた時点で膜を交換し、実
験を継統 した。また、原生動物・微小後生動物は光学顕
微鏡にて存在量を半定量的に把握した。 さらに、次世代
シーケンサーにより 16S rRNA遺 伝子に基づく微生物叢
解析を行ったё微生物の代謝物に関しては 3次元励起蛍
光分光法 (JASCO/FP‐ 8600)に より網羅的に評 l面 した。
3.真政倍暴と考申
各系における処理水の TOC捜度に有意差は見られな

いlp=025,■ =22,2016/6/2-2017/1/5)。 また、 リアクター内
の 汚 泥 濃 度 も 有 意 差 は な く lr,=0.1 6i n=39,
2016/5/26～ 2017/1/5)、 各系の処理性能は同一であることが
示された。
運転 69-133日 間においてMBC2の 膜間差圧はその他の

図 1.膜間差圧の経 日変化 (実験期間 70‐ 190 days)

表 1.各 実験期間における粘度の平均値とEPS濃度
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